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「安心と信頼の施設へ」
－ 事業承継の背景や今後の方針など －

「ふくろう会」理事長の村上典隆氏にインタビュー

■　ご挨拶と住民の皆様へメッセージ
　遠別町の皆様、はじめまして。この度、令和7年8月1日より特別養護老人ホ
ーム友愛苑の施設長に就任しました後藤英樹と申します。長きに渡り実績の
ある友愛苑の施設長に就任することになり、身の引き締まる思いとともに、こ
れからの新たな歩みに希望を膨らませています。地域の皆様に愛され信頼さ
れる施設運営を目指して日々取り組んでいきたいと考えています。
　また、地域福祉の大切な社会資源として丁寧に真摯に施設運営をさせてい
ただきます。遠別町民の皆様の声に耳を傾けながら、遠別町により深く根の
張った施設になるためにも、遠別町民の皆様のご要望やご意見など沢山の声
をいただけると幸いに存じます。
　私自身も５月末より遠別町に移住し、生活しています。豊かな自然に囲まれ
やりがいのある仕事に恵まれ充実した毎日を送っています。新参者ですが公
私にわたり今後お世話になりますが、どうぞ宜しくお願いいたします。

■　理事長自身について
　私は、札幌市で生まれましたが、生まれてすぐに親
の転勤により、稚内市の高校を卒業するまで道北地方
で育ちました。その後、札幌の専門学校に通い介護福
祉士を取得し、専門学校卒業後は５年間特別養護老人
ホームの介護職員を経験した後、社会福祉士と介護支
援専門員を取得し、特別養護老人ホームやデイサービス
センターの生活相談員を10年間ほど経験いたしました。
その後、当時勤務していた特別養護老人ホームの施設
長に就き10年ほど施設長業務をしておりました。一昨
年、縁があって新冠町の社会福祉法人ふくろう会の理
事長に就任し、現在に至っております。

■　引き継ぐことになった経緯と法人の想い
　友愛苑の事業承継のお話をいただいた時は、新冠町
の社会福祉法人が片道５時間の距離にある遠別町の施
設を運営することは難しいと感じたことが率直な思いで
す。
　しかしながら、私自身が18歳まで道北地方で育ち、
父親が運送業をしていたことから、幼少期によく父親の
トラックに乗せられ、遠別と天塩の商店に荷物を運搬
し、よくお店の店主さんからお菓子をいただき可愛がっ
ていただいた思い出があり、このお話をいただいてか
ら、故郷ではないですが何か恩返しができないかなと
思い、遠別町役場の皆さんと協議を重ね、遠別町長を
始め遠別町の皆様方には無理難題を解決していただき、
正式に事業を承継させていただくことといたしました。
　私が高齢者施設を運営する上でのモットーは、「当た
り前のことが当たり前にサービスを提供できる施設」に
することで、最低限クリアしなければならないと思って
います。町民の皆様もご承知のとおり、介護施設の人
材不足は深刻な問題であります。こればかりは、もは
や法人の努力で解決できる問題ではなく官民一体とな
って取り組むべき課題です。ですが、人材不足だから
と言って、必要とする介護サービスを受けられないとい

うことはあってはなりません。ですので、普通の介護サ
ービスを普通に受けられる、当たり前の介護サービスを
当たり前に受けられる施設運営を維持していきたいと思
っています。

■　友愛苑の今後について
　まずは遠別町の人口動態に合わせて適正なベッド数に
したいと考えています。これは、昔は特別養護老人ホ
ームが町に一つあれば良いという考え方でしたが、現
在の特別養護老人ホームの入所条件は原則要介護３以
上の方が入所対象となっております。では、町内の要
介護３以上の方の人数に対して友愛苑のベッド数が適正
な入所定員になっているか検証する必要があります。
逆に、特別養護老人ホームの入所対象となっていない
方が、自宅において何らかの理由により生活ができなく
なった際の介護サービスを整備する必要があるのでは
ないかと考えております。これについては、遠別町の
みならず、北海道と協議を重ねていく必要があると思い
ますが、遠別町民の皆様が住み慣れた地域でいかなる
状態になっても地域で生活することを可能にするよう、
地域の社会福祉法人として検討していかなければなら
ないと考えています。

■　住民の皆様へ
　私たちは、見ず知らずの地方で高齢者施設を運営し
ている社会福祉法人ですが、友愛苑を運営させていた
だくこととなった以上、その責務を果たし、特別養護
老人ホームのみならず、ショートステイ、デイサービス
の事業を適正に運営させていただきたいと思っておりま
す。住民の皆様に信頼していただける法人となるよう役
職員一丸となって尽力してくとともに、友愛苑が皆様方
に安心して入所していただける施設となるよう努めて参
りますので、ご指導とご鞭撻のほどよろしくお願い申し
上げます。

　入居者ご本人やご家族との信頼
関係を大切にしながら“いつもの
笑顔”が見られることが、毎日の
やりがいです。新しい体制になっ
ても、これまでと変わらず、責任
を持って心を込めたサービスを提
供していきます。

Ａさん　～　施設が無くなったら困ると思っていた。母も大変お世話に
なっていた。自分も将来は入りたいと考えているので、継続
されて安心している。

Ｂさん　～　施設が無くならなくて良かった。職員さんにはご苦労をか
けているが若い職員さんに今後も期待している。町民の期待
が大きいかもしれないが、頑張ってほしい。

Ｃさん　～　今までも施設スタッフには丁寧に対応して頂き感謝してい
る。今後も運営が続き安心した。

施設スタッフのコメント 施設入居者のご家族からの声

令和５年３月31日
令和５年８月25日
令和５年９月11日
令和７年４月25日
令和７年５月15日
令和７年６月  １日
令和７年８月  １日

地域密着型介護老人福祉施設（ユニット型個室　20床）の休止
社会福祉法人湯らん福祉会が事業撤退の意向表明
令和５年第７回町議会において行政報告
湯らん福祉会とふくろう会が事業承継に係る基本合意締結
友愛苑住民説明会の開催（國部町長が経緯を説明）
ふくろう会が事業承継に向け「開設準備室」を設置
ふくろう会による運営開始

　特別養護老人ホーム「友愛苑」は、令和７年８月１日より、新たな法人「社会福祉法人ふくろう会」によって
運営が開始されました。これまで運営を担ってきた湯らん福祉会からのバトンを受け継ぎ、地域福祉の中心として
住民の皆さんから今後も期待されるところです。新たに「友愛苑」をけん引していく「ふくろう会」の理事長さ
んへのインタビューを通じて、施設の今後の展望や地域との関わりなどについてお伝えします。

【友愛苑の近年における主な動き】

友愛苑の新施設長となった

後藤　英樹 氏

友愛苑の新施設長となった

後藤　英樹 氏
ご   とう　　  ひで   きご   とう　　  ひで   き

新施設長をご紹介！新施設長をご紹介！

８月１日からスタート８月１日からスタート

特集

”ふくろう会”について
　新冠町に法人本部を置く社会
福祉法人であり、同町では特別
養護老人ホーム「おうるの郷」を
はじめ、ケアハウスや有料老人ホ
ームなど多数の福祉関連事業を
運営しています。

友愛苑　新たな一歩友愛苑　新たな一歩
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天候にも恵まれて暑い中、子どもも大人も神輿を担ぎ「ワッショイ」と大きな掛け声とともに町内を歩
いて祭りを楽しんでいました。
今年は、露店２軒、キッチンカー５軒、またコメドコロや青年部連携地域活性化実行委員会（和遠）も
出店をしました。和遠の皆さんが出店した「子ども縁日」では、かたぬきを楽しんでいる子どもたちや
くじ引きにたくさん挑戦している子どもたちが見受けられ会場はとても賑わっていました。

遠別神社例大祭が行われました！遠別神社例大祭が行われました！
７/１４～７/１6７/１４～７/１6

　広報委員の
　バーカー・キャメロンさんの企画

「Why Embetsu」です。
　外国出身の方ならではの目線で
遠別町の見え方や魅力を紹介します！

Barker Cameron 

Why
　Embetsu
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私が遠別に住み続ける理由私が遠別に住み続ける理由
　みなさん、こんにちは。キャメロンです。町で見かけたり、お子さんの英語教室で見かけたことがある方　みなさん、こんにちは。キャメロンです。町で見かけたり、お子さんの英語教室で見かけたことがある方
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移り住んできた人たちも「遠別の人」として暮らしています。理由は人それぞれですが、どんな人でも温かく移り住んできた人たちも「遠別の人」として暮らしています。理由は人それぞれですが、どんな人でも温かく
迎えてくれます。迎えてくれます。
　最近は、ベトナムやカンボジアから来た方 も々お祭りで活躍しています。この前の冬まつりでは、フォーや　最近は、ベトナムやカンボジアから来た方 も々お祭りで活躍しています。この前の冬まつりでは、フォーや
バインミー、生春巻きなどのベトナム料理を食べることができました。大学時代は週に何度もベトナム料理をバインミー、生春巻きなどのベトナム料理を食べることができました。大学時代は週に何度もベトナム料理を
食べていたので、遠別でその味に出会えると、とても懐かしく感じます。カンボジア料理も美味しくて、嬉し食べていたので、遠別でその味に出会えると、とても懐かしく感じます。カンボジア料理も美味しくて、嬉し
い驚きでした。北海道の田舎でも思いがけない美味しいものに出会えるのは、本当に素敵なことですね。い驚きでした。北海道の田舎でも思いがけない美味しいものに出会えるのは、本当に素敵なことですね。
　「お金を稼いで帰るだけ」と考える人もいるかもしれませんが、遠別はそういう方 を々「地域の一員」として　「お金を稼いで帰るだけ」と考える人もいるかもしれませんが、遠別はそういう方 を々「地域の一員」として
迎えています。お祭りでは、彼らの文化を紹介してもらうだけでなく、遠別や日本の文化にも参加してもらっ迎えています。お祭りでは、彼らの文化を紹介してもらうだけでなく、遠別や日本の文化にも参加してもらっ
ています。もちつきイベントやおみこしにも挑戦していましたし、地域のイベントに積極的に参加しています。 ています。もちつきイベントやおみこしにも挑戦していましたし、地域のイベントに積極的に参加しています。 
さらに日本語教室もあり、ただ「いるだけ」ではなく、地域の生活に関われるように支えています。「外からさらに日本語教室もあり、ただ「いるだけ」ではなく、地域の生活に関われるように支えています。「外から
来た人を怖がらず、疑わずに受け入れる」それが遠別の良いところです。来た人を怖がらず、疑わずに受け入れる」それが遠別の良いところです。
　すべての町がこういう場所ではありません。私が日本に来たとき、アメリカなどから一緒に来た ALT の友　すべての町がこういう場所ではありません。私が日本に来たとき、アメリカなどから一緒に来た ALT の友
達が何人もいました。みんな、日本で楽しく働きながら、素敵な時間を過ごしたいと思って来た人たちです。 達が何人もいました。みんな、日本で楽しく働きながら、素敵な時間を過ごしたいと思って来た人たちです。 
その多くは色々な理由で帰国しましたが、一人だけ、少し辛い体験をした人がいました。その人は私より背その多くは色々な理由で帰国しましたが、一人だけ、少し辛い体験をした人がいました。その人は私より背
が高く、ショートカットの金髪で、とてもフレンドリーな女性でした。誰とでも気軽に話せて、友達にとてもが高く、ショートカットの金髪で、とてもフレンドリーな女性でした。誰とでも気軽に話せて、友達にとても
親切でした。でも彼女が赴任した町では、歓迎されることは少なく、知らない人に後をつけられたり、写真親切でした。でも彼女が赴任した町では、歓迎されることは少なく、知らない人に後をつけられたり、写真
を撮られたりして、つらくなっていきました。結局その町を離れ、今は東京で新しい仕事を見つけ、元気にしを撮られたりして、つらくなっていきました。結局その町を離れ、今は東京で新しい仕事を見つけ、元気にし
ていると聞いています。ていると聞いています。
　この話は、みなさんに「他の日本人がこんなことをした」と責めるためではありません。遠別がいかに素晴　この話は、みなさんに「他の日本人がこんなことをした」と責めるためではありません。遠別がいかに素晴
らしい場所かを伝えたいのです。私は一度も「監視されている」と感じたことはありません。「この人、よそからしい場所かを伝えたいのです。私は一度も「監視されている」と感じたことはありません。「この人、よそか
ら来た人だから危険だ」と思われたこともありません。その代わり、いつも笑顔で挨拶してもらえます。ら来た人だから危険だ」と思われたこともありません。その代わり、いつも笑顔で挨拶してもらえます。
　遠別に住んで、もうすぐ 8 年になります。これからも、まだまだ住み続けるつもりです。これからも、い　遠別に住んで、もうすぐ 8 年になります。これからも、まだまだ住み続けるつもりです。これからも、い
ろいろな人が安心して暮らせる町であってほしいと心から思っています。ろいろな人が安心して暮らせる町であってほしいと心から思っています。
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Comedokoroは、まちの食材を使用した軽食の販売を中心としたお店です。
不定期ですが、夜間営業も開始しており、アルコール各種、おつまみなどの
メニューも豊富です！「本日の」とついているメニューはその時々で変わり
ます。6月の夜間営業の時には、新メニューの『ラーメン』が登場していま
した！！
営業するときは、テレビ電話でお知らせしています。皆さんぜひお立ち寄り
ください。

まちの飲食店の美味しい食べ物を紹介します！
今回、紹介する飲食店は

Comedokoro（コメドコロ）です！
※取材に伺った日は、5月です。

まちの
を紹介します！E M B E T S U T O P I C S
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E M B E T S U T O P I C S

　役場町長室において瑞宝単光章伝達式が執り行われ、元北
留萌消防組合遠別町消防団副団長の堀江昭一様へ北海道留萌
振興局長から章記などが伝達されました。
　誠におめでとうございます。

堀江昭一さんが「瑞宝単光章」受章6/20

　遠別町 4Hクラブ（会長　大西元紀）様が、小学
校の学習に使用する菜園の畑起こしを行っていただ
きましたので、國部町長から感謝状が授与されまし
た。

　幼児センターきらりにて、読み聞かせボランティ
ア「ぐぅ・ちょき・ぱぁ」の団体が、園児たちに絵
本の読み聞かせやパネルシアター、エプロンシアター
を見せてくれました。園児たちは笑顔でお話しを聞
いていました。また、絵本と同じポーズをとってみ
たりして盛り上がっていました。

　町内の有志の方のご提供により行われました。園
児たちは、入れ物いっぱいにイチゴを摘み取ってと
ても楽しそうにイチゴ狩りをしていました。ご厚志
に感謝いたします。

地域貢献感謝状を授与

リトルキッズおはなしかい

幼児センターきらり「イチゴ狩り」6/20

7/2

6/30

　役場町長室において「社会を明るくする運動」の
伝達式が行われました。この運動は、犯罪や非行の
防止と立ち直りの支援についての理解を深め、それ
ぞれの立場において力を合わせ、明るい地域社会を
築くための運動です。伝達式では「多様な背景を持
つ人々が、理解し合い、支え合うことによって犯罪
や非行のない明るい地域社会が実現できるよう取り
組んでいきます。」などと記されたメッセージを読み
上げ國部町長へ手渡されました。

「社会を明るくする運動」伝達式7/2
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E M B E T S U T O P I C S

　役場町長室にて新消防団長の橋本浩さんへ辞令が
交付されました。今後のご活躍に期待いたします。

　富士見海水浴場「みなくるび～ち」の開設にあたり、
無事故を願い安全祈願祭が執り行われました。

新消防団長辞令交付 海水浴場安全祈願祭7/4 7/8

　第２回子どもチャレンジ教室が開催されました。
今回はB＆G海洋センターで「水上体験」をし、カヌー
や SUPにチャレンジしました。同時に「水辺の安全
教室」も行っていてペットボトル浮きやライフジャ
ケット浮遊体験もしました。この日は暑い中でのチャ
レンジ教室だったので、参加した子どもたちは気持
ちよさそうに水上体験を楽しんでいました。

子どもチャレンジ教室開催7/5

　株式会社アイ・ティ・エス（代表取締役社長　下
川鉱資）様より、企業版「ふるさと納税」の寄附が
ありました。ご厚志に感謝し、有効に活用させてい
ただきます。

　スポーツセンターアリーナで、シンコースポーツ
（株）の宍戸氏を招き「お家で簡単にできる筋力トレー
ニング」を体験しました。参加された 18名は楽し
みながら心身のリフレッシュをされていました。

企業版「ふるさと納税」に感謝 日頃から気軽にできる運動教室7/8 7/8

　ドッグランが、道の駅「えんべつ富士見」に設置
が完了し、オープンしました。試験的ではありますが、
地域住民の皆さま及び来訪者の双方にとって快適で
魅力ある環境づくりに努めてまいります。

「ドッグラン」オープン7/8
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E M B E T S U T O P I C S

　幼児センターきらりにて保育実習が行われました。
最初は、園児も生徒も互いに緊張している様子でし
たが、すぐに打ち解けて楽しく遊んでいました。

　陶友会の皆さんの指導のもと、鉛筆立て作りをしま
した。芯材に粘土を巻いて、模様などをつけたり生徒
それぞれが工夫して楽しそうに作成していました。

中学校３年生ふれあい体験 小学校５年生陶芸教室7/9 7/10

　幼児センターきらりにて今年も「劇団バク」によ
る着ぐるみ人形劇が披露されました。作品名は「田
舎のねずみと都会のねずみ」です。この劇は、園児
たちの冒険心をくすぐりふるさとの温かさを感じる
作品となっていて、ねずみの家のセットには仕掛け
がたくさんあります。途中の怖いシーンでは泣き出
したり、目を伏せている子がいましたが、最後まで
笑顔で楽しく見ている園児もたくさんいました。

きらり「人形劇」7/16

　駐在所の永原所長と交通安全協会の萩谷会長が自
転車に乗っている人たちに向けて啓発グッズを配布
し、安全運転に関する声掛けを実施されました。

　生徒が焼きそばやからあげなどを販売し、校舎内
では、縁日も開催されており、羊の形をした輪投げ
やかたぬきをして学校祭を楽しんでいました。

自転車交通安全啓発 農業高校学校祭開催7/18 7/19

　「水はどこから」の学習のため浄水場と浄化センター
を見学しました。水道水ができるまでと浄水場のしくみ
を学習し、聞いたことをしっかりまとめていました。

　生涯学習センターマナピィ・21で教育関係職員交通安全
大会が行われました。天塩警察署地域・交通課の丸一課長を
講師として招き交通事故発生状況などの講演がありました。

小学校４年生社会科見学 教育関係職員交通安全大会7/14 7/16
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会
議
資
料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
が
全
国
各
市
町
村
で
進
ん

で
い
る
が
、
我
が
町
も
そ
ろ
そ
ろ
考

え
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
と
思

う
。
事
務
作
業
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効
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図
り
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Ｓ
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Ｇ
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取
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膨
大
な
資
料

を
印
刷
し
、
紙
を
大
量
に
消
費
し
て

お
り
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
職
員
の

印
刷
、
製
本
、
配
布
、
処
分
な
ど
の

事
務
軽
減
と
経
費
削
減
も
期
待
で

き
、
文
書
の
回
収
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Ｘ
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ま
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え
る
と
導
入
の
効

果
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
る
。
一
方

で
、
新
た
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に

は
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
、
今
後
、

学
校
で
の
利
用
が
終
了
し
た
も
の
を 

使
用
す
る
な
ど
、
可
能
な
と
こ
ろ
か

ら
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再　
質　
問

本
町
に
お
け
る
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
の
推
進
に
つ
い
て
、
過
去

の
デ
ー
タ
で
は
役
場
の
コ
ピ
ー
料
金

は
年
間
約
６
０
０
万
円
程
度
と
聞
い

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
費
を
削
減
す

る
た
め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
更
新
を
待
た

な
く
て
も
、
創
意
工
夫
に
よ
り
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
で

は
会
議
資
料
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し

て
お
り
、
担
当
部
署
の
工
夫
に
よ
り

早
期
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
思
う
。
会
議
資
料
に
限
ら
ず
、

文
章
保
存
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
す
る
こ
と
は
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
改
め
て
早
期

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
は
な
い
か

お
尋
ね
す
る
。

基
本
的
に
私
の
考
え
と
し
て

は
、
こ
う
い
っ
た
Ｄ
Ｘ
の
中

で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
い
う
の
は
進

め
て
い
き
た
い
と
、
基
本
的
な
立
場

と
し
て
は
推
進
派
で
あ
る
。
そ
の
中

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新
に
関
し
て
、

現
在
、
学
校
で
使
い
終
わ
っ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
20
台
ほ
ど
あ
る
の
で
、
そ

れ
を
利
用
し
て
、
ま
ず
は
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
会
議
等
で
使
用
し
て
、
あ

く
ま
で
も
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
使
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
文
章
保
存
に
関
し
て
も
言
及
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
ち
ら
に
関
し
て
も

現
在
は
紙
で
保
存
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス

等
も
考
え
る
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
い

う
考
え
も
あ
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
使

用
期
限
、
ク
ラ
ウ
ド
を
使
う
と
し
た

ら
ク
ラ
ウ
ド
の
利
用
料
な
ど
、
様
々

な
コ
ス
ト
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ

れ
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第  

３  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

町
政
を
問
う

問

答

答

問

國部町長 答 導入コストを考慮し、可能なところから検討していく。

白井議員 問 ペーパーレス化に対する本町の今後の計画は？
議会からのたより

第 63 号
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議会からのたより
第 63 号

先
日
、
北
海
道
新
聞
の
記
事

に
日
本
海
沿
岸
に
お
け
る

津
波
被
害
想
定
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
本
町
に
お
け
る
最
大
死
者
数
は

４
１
０
人
と
管
内
で
も
被
害
が
大
き

い
地
域
で
あ
る
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
。
こ
れ
ま
で
町
の
防
災
訓
練
は
、

全
町
を
あ
げ
て
実
施
し
た
こ
と
が
一

度
あ
っ
た
と
思
う
。
災
害
発
生
時
に

対
し
て
の
避
難
訓
練
が
我
が
町
で
は

少
な
く
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
町
民

の
安
全
は
守
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
災
害
の
想
定
を
見
直

し
、
き
ち
ん
と
最
終
避
難
場
所
ま
で

の
移
動
す
る
訓
練
が
必
要
で
あ
り
、

安
全
と
い
え
る
場
所
へ
避
難
す
る
と

い
う
意
識
形
成
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
一
町
村
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
も
多
く
、
近
隣
町
村
と
広
域

的
な
訓
練
も
必
要
あ
る
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

先
日
公
表
さ
れ
た
日
本
海
沿

岸
の
「
地
震
・
津
波
被
害
想

定
」
に
お
い
て
、
本
町
に
お
け
る
被

害
が
大
き
く
な
る
と
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
季
節
や
時
間
帯
に
よ
り
被
害

が
大
き
く
異
な
り
、
冬
で
あ
っ
て
も

防
寒
具
の
準
備
や
避
難
路
の
除
雪
等

に
よ
り
避
難
時
間
を
短
縮
し
、
早
期

避
難
率
を
高
め
る
こ
と
で
被
害
が
小

さ
く
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
住

民
参
加
型
の
防
災
訓
練
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
様
に
避
難
を
早
く
開

始
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
日
頃
か
ら

避
難
先
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
も

ら
う
こ
と
な
ど
、
町
民
の
皆
様
が
早

期
避
難
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
重

要
な
取
組
で
あ
る
の
で
、
平
成
29
年

に
避
難
訓
練
、
令
和
４
年
に
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
内
容
や
時
期
を
含
め

検
討
し
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
各
地

区
の
防
災
組
織
に
お
け
る
防
災
訓
練

な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
防
災
教

育
の
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と

で
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
の
で
今
後
と
も
推
進
し
た

い
。
広
域
的
な
防
災
訓
練
や
研
修
に

つ
い
て
は
、
各
担
当
部
署
に
お
い
て

実
施
・
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
委
嘱
し
て
い
る
防
災

会
議
の
関
係
団
体
と
連
携
し
実
施
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
現
在
の
科
学
で
は
地
震
を

予
知
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今

後
の
防
災
対
策
や
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

再　
質　
問

災
害
を
予
知
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
と
の
見
解
は
十

分
理
解
し
て
い
る
。
予
知
で
き
な
い

か
ら
と
言
っ
て
災
害
に
備
え
る
こ
と

を
し
な
い
こ
と
と
別
の
問
題
で
あ

り
、
日
々
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
過
去
に
も
避
難
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

季
節
に
よ
っ
て
避
難
行
動
も
違
い
が

あ
り
、
定
期
的
な
訓
練
に
よ
り
町
民

の
避
難
意
識
向
上
が
重
要
で
あ
る
と

思
う
。
現
在
、
外
国
人
労
働
者
は
百

数
名
と
聞
い
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た

方
々
の
教
育
も
必
要
で
あ
る
と
思

う
。
今
後
も
労
働
者
不
足
に
よ
り
外

国
人
が
増
え
て
く
る
と
思
う
が
町
長

の
考
え
は
。

外
国
人
の
被
害
を
少
な
く
す

る
と
い
う
考
え
は
よ
く
言
わ

れ
て
お
り
、
当
町
で
も
対
策
を
取
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
。
手
法
と
し
て
は
、
外
国
人
技
能

実
習
生
受
入
対
策
協
議
会
の
日
本
語

教
室
「
か
け
は
し
」
の
中
で
防
災
意

識
を
高
め
る
、
避
難
経
路
を
伝
え
る

な
ど
、
そ
う
い
っ
た
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
外
国
人
を
対
象

に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
内
容

を
含
め
て
会
話
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
冬
期
間
の
避
難
訓
練
と

い
う
こ
と
で
、
確
か
に
冬
期
間
の
方

が
被
害
は
多
く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ

も
あ
る
の
で
、
私
も
そ
こ
の
避
難
訓

練
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
た
。
た

だ
、
実
施
す
る
に
し
て
も
、
果
た
し

て
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

の
か
と
い
う
の
が
疑
問
に
思
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
議
員
か
ら
そ
う
い
っ

た
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
力
強

く
感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
前

向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。
議
員
の

皆
様
に
関
し
ま
し
て
も
参
加
の
呼
び

か
け
、
避
難
意
識
の
醸
成
な
ど
ご
協

力
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。

問

答

問答

國部町長 答 重要な取り組みと考え、内容や時期を含め検討していく。

白井議員 問 全町をあげての防災訓練について町長の考えは？
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先
日
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
、
道
の
駅
に
お
け

る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
が
策
定
さ
れ
た
旨
が

掲
載
さ
れ
た
。
本
町
で
は
平
成
26
年

に
「
遠
別
町
地
域
防
災
計
画
」
が
策

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
町
全
体
の

防
災
対
応
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
道
の
駅
も
公
共
施
設
と

し
て
避
難
場
所
の
一
つ
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
防
災

計
画
が
改
定
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に

お
い
て
、
な
ぜ
道
の
駅
の
み
を
対
象

と
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
を
新
た
に
策
定

し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。
次

に
、
道
の
駅
に
個
別
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画

を
策
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は

道
の
駅
を
「
指
定
避
難
所
」
と
し
て

明
確
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
最
後
に
、
今
回
策
定

さ
れ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
に
は
定
期
的
な

訓
練
の
実
施
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
訓
練
を
実
施

す
る
か
伺
う
。

道
の
駅
事
業
継
続
計
画
は
、

令
和
3
年
に
国
土
交
通
省
よ

り
「
道
の
駅
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
示
さ
れ
た
。
本

町
の
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
道

の
駅
は
避
難
場
所
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
事
業
継
続
計
画

の
策
定
が
必
要
で
あ
る
。
管
内
で

は
、
令
和
4
年
度
の
天
塩
町
を
は
じ

め
と
し
て
、
留
萌
開
発
建
設
部
お
よ

び
留
萌
振
興
局
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
順
次
、
道
の
駅
設
置
市

町
村
に
お
い
て
策
定
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
1
点
目
の
「
な
ぜ
道
の
駅
の

み
を
対
象
と
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
を
新

た
に
策
定
し
た
の
か
」
と
い
う
問
い

に
つ
い
て
は
、
前
段
で
述
べ
た
と
お

り
、
道
の
駅
事
業
継
続
計
画
の
目
的

は
、
災
害
時
に
道
の
駅
が
果
た
す
べ

き
役
割
・
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る

た
め
に
、
具
体
的
に
準
備
・
調
整
す

べ
き
事
項
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
理
解
い
た
だ
き
た

い
。
2
点
目
の
「
道
の
駅
を
指
定
避

難
所
と
せ
ず
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
の
み
を

先
行
し
た
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
道

の
駅
事
業
継
続
計
画
の
目
的
を
踏
ま

え
、
指
定
避
難
所
へ
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
は
今
後
の
遠
別
町
防
災
会
議

で
検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
た
。
し

た
が
っ
て
、
現
行
の
地
域
防
災
計
画

の
中
で
の
位
置
づ
け
を
踏
ま
え
つ

つ
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
を
先
行
し
て
策
定

し
た
。
3
点
目
の
「
定
期
的
な
訓
練

の
実
施
」
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

者
お
よ
び
道
路
管
理
者
な
ど
の
関
係

部
署
と
調
整
の
う
え
、
令
和
7
年
度

内
に
道
の
駅
職
員
を
対
象
と
し
た
情

報
共
有
訓
練
や
行
動
計
画
訓
練
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の

協
力
と
理
解
を
求
め
た
い
。

再　
質　
問

Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
の
み
が
先
行
し

て
策
定
さ
れ
る
こ
と
は
地
域

防
災
計
画
と
の
整
合
性
に
課
題
が
残

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
町
と

し
て
こ
の
点
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ

て
い
る
か
、
改
め
て
見
解
を
伺
う
。

次
に
、
定
期
的
な
訓
練
の
情
報
共
有

訓
練
や
行
動
計
画
訓
練
を
令
和
７
年

度
中
に
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

防
災
計
画
を
見
直
す
こ
と
は

一
つ
課
題
と
し
て
認
識
し
て

い
る
。
現
在
、
こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
を

最
初
に
立
て
た
の
は
、
防
災
計
画
の

変
更
を
待
つ
よ
り
も
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画

に
お
い
て
災
害
を
想
定
し
た
そ
の
対

応
を
道
の
駅
で
策
定
し
、
防
災
会
議

の
中
で
防
災
計
画
が
定
ま
り
、
多
少

の
修
正
が
必
要
な
場
合
は
さ
ら
に
修

正
す
る
と
い
う
形
を
取
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
２
点
目
の
訓
練
に
関
し

て
想
定
す
る
災
害
等
詳
細
に
関
し
て

は
、
様
々
な
被
害
想
定
も
含
め
、
詳

細
を
決
め
て
い
き
た
い
。
訓
練
を

行
っ
た
後
は
、
結
果
等
を
公
表
し
な

が
ら
、
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

國部町長 答 災害時に求められる役割・機能を果たすために、準備すべきことを明確化する。

山下議員 問 道の駅のみを対象としたＢＣＰ計画を策定した理由は？

答

問

問答

議会からのたより
第 63 号
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７
月
８
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
北
海
道

町
村
議
会
議
員
研
修
が
開
催
さ
れ
、

遠
別
町
か
ら
議
員
７
名
、
事
務
局

職
員
１
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
西

南
学
院
大
学
教
授
の
勢
一
智
子
氏

が
「
地
方
議
会
に
お
け
る
議
員
の

多
彩
化
に
向
け
て
―
地
域
社
会
の

「
鏡
」
と
し
て
の
議
会
を
考
え
る
―
」

ま
た
、
人
口
戦
略
会
議
副
議
長
の

増
田
寛
也
氏
が
「
人
口
減
少
社
会

を
生
き
抜
く
た
め
に
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
の
課
題
で

も
あ
る
人
口
減
少
、
大
変
参
考
に
な

る
研
修
会
で
し
た
。

　
　

　
　

　

7
月
11
日
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス

タ
ー
札
幌
で
札
幌
ふ
る
さ
と
遠
別

会
が
盛
会
に
開
催
さ
れ
、
遠
別
町

か
ら
國
部
町
長
、
議
員
3
名
（
小

森
議
長
、
白
井
議
員
、
山
下
議
員
）

計
4
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
会
員

は
菅
野
得
男
会
長
を
は
じ
め
、
34

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
遠
別
の
話

題
に
花
が
咲
き
、
心
温
ま
る
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と

を
離
れ
て
暮
ら
す
中
で
も
、
遠
別

を
思
う
気
持
ち
は
皆
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
、
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

全
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

札
幌
ふ
る
さ
と
遠
別
会

全道町村議会議員研修会

札幌ふるさと遠別会

議会からのたより
第 63 号

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次の定例会は9 月 8日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）　　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくは
テレビ電話でご確認ください。

議会を議場で傍聴された方には、
行政サービスポイント 200 ポイントが付与されます。

紙面の都合上、質問及び答弁の内容を議会報発行特別委員会の委員で要約し、
掲載しております。本会議の詳細の内容は、会議録をホー
ムページで公開しておりますのでそちらをご覧願います。

会議録ホームページ URL
https://www.town.embetsu.hokkaido.
jp/docs/3789.html?cat=/c60/c6120/
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議会からのたより
第 63 号

議会の主な動き ( 令和 7 年 5 月～令和 7 年 7 月）

5 月
12 日 留萌管内町村議会議長会定期総会

（苫前町）

13 日 遠別商工会通常総会

20 日 留萌地域総合開発期成会定期総会
（天塩町）

26 ～
28 日

町村議長会議長・副議長研修会
（東京都）

29 日 第６回議会全員協議会
第２回議会運営委員会

7 月
4 日 第５回議会報発行

特別委員会

8 ～
9 日

北海道町村議会議
員研修会（札幌市）

12 ～
13 日

札幌ふるさと遠別
会（札幌市）

14 日 遠別神社例大祭

25 日 第６回議会報発行
特別委員会

6 月
11 日 一般道道名寄遠別線

促進期成会定期総会
（幌加内町）

13 日 第 ３ 回 遠 別 町 議 会
（定例会）

22 日 留萌駐屯地創立 72 周
年記念行事（留萌市）

23 ～
27 日

留萌地域総合開発期
成会要望活動（留萌
市、札幌市、東京都）

1 日 北留萌消防組合遠別
消防団春季消防演習

10 ～
11 日

北海道町村議会議長
会第 76 回定期総会

（札幌市）
議長・事務局長研修
会（札幌市）
留萌管内町村議会議
長会臨時総会

（札幌市）

あとがき（白幡委員）

　今年は参議院選挙の年にあたり、政治の現場でもいつにも増して慌ただしい日々が続いてお

り、議員として地域の声を議会に届ける責任を改めて感じた。

　一方で、私たちの町を支える一次産業も例外ではなく、特に漁業や農業においては後継者不

足といった課題が山積しており、日々現場の皆さんが尽力されています。

　政治の季節と産業の現場、それぞれに求められる対応が異なるものの、地域を守るという共

通の目的に向かって動いていることに変わりはない。

　今後も町民の皆様方のご意見をいただきそれを力に変えながら、よ

りよい街づくりに向けて取り組んでまいります。

　引き続き、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会

委 員 長　　山下　　悟
副委員長　　白井　金治
委　　員　　白幡　広喜
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健康のススメこころもからだも元気が一番

カラダメンテナンスしていますか？

皆さん、今年の健康診断は受けられましたか？
　　① 40 ～74 歳の国民健康保険加入の方
　　② 75 歳以上の後期高齢者医療保険加入の方
　　③ 40 歳以上の生活保護世帯の方
　　④ 30 ～３９歳　（保険種別問わず）の方
　夏冬の町の集団健診や、診療所での個別健診を行っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜひご活用ください！
職場で受けられる方は、今年度中に指定された場所で忘れずに受けましょうね。

申込・問い合わせ先 【土・日・祝日不可】
　遠別町役場 福祉課　7-2125( 保健指導係 )・7-2114（福祉保険係）

【今年度の町の健康診査日程】
実施日時 会場 申込期間

複
合
健(

検)

診

夏 ９月 17 日（水）・18 日（木）

マナピィ・21

予約受付中～
8/21( 木 )
12 時まで

受付
時間

①６時台②７時台③８時台
④９時台⑤ 10 時台

冬 12 月 16 日（火） 10 月から
受付開始受付

時間
①７時台②８時台③９時台
④ 10 時台⑤ 11 時台

個別
健康診査

木曜日の午前中
※受診したい日の２週間前までにご連絡下
さい。（申込必須）

遠別町国民
健康保険
診療所

随時
福祉課へ

★夏・冬の複合健 ( 検 ) 診は、一緒に 【胃・肺・大腸がん検診】 及び 
　【前立腺がん ( ７４歳まで )】、【肝炎ウイルス検査（１回のみ無料）】
　【エキノコックス症検査（５年に１回）】 が受けられます。

★複合健 ( 検 ) 診では、社会保険加入者（被扶養者及び任意継続者）が、
　がん検診及び採血検査のどれかを同時受診することで、
　受けることができます。

～ 健康診査を受けましょう！ ～

受診者には 300Pの

 たま～る
ポイントがあたります！

町で実施している健康診査を受けていなくても、自分（自費）で受け
た人間ドックや、内科受診結果を 『みなし健診』 として、健診受診
率に反映させることができます。

【条件】
①検査の内容が、健診に必要な項目である 
②アンケート（健診問診）への回答をする …で OK！

条件クリアで、たま～るポイント500P があたりますよ！
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健康のススメこころもからだも元気が一番

健診受診者の
『こんなことやってみました』

健診受診率が高い町 は、医療費が安く 済むそう。

早期発見により 『体調不良→入院』 が減るからだって！
健診結果は、町の保健師が結果分析して、

取り組めることを一緒に考えるよ！

健診結果で自分の体のことが分かれば、
不必要に体を心配して気を病んだり、

やみくもに体に良いことに取り組む必要もなし！

まずは、健診受診率 UP にご協力を！

遠別町の人は、糖尿病の心配が高そうだね…
色々心配になるけど、まずはどうしたらいいのかな？

朝に飲んでいた市販の甘いカフェオレは
やめて、ブラックコーヒーに牛乳と

少しの砂糖にした。
食べはじめを白ごはんじゃなく、みそ汁
や野菜のおかずから始めるようにした。

朝ごはんと昼ごはんの後に、
ラジオ体操をしている。

お酒はイベントの時だけにして、
普段はノンアルコール系に変えた。

ちょっとした工夫や、取り組みの継続で、
次の年の血糖値の改善が見られています。

何をしたらいいかお困りの方は、保健師までご相談ください。

（記事担当：保健師 清水）

■　遠別町の健康診査の実際　■　（国保 KDB システム、R5 年度結果から）

遠別町国保特定健診結果の現状・・・
・R５年特定健診受診率　３５．４％

北海道内 179 市町村中 118 位
・特定健診受診者のうち
血糖＆血圧数値高めの人　

５．７％
北海道の平均（2.6％）よりも

動脈硬化を起こす危険度が高い

遠別町後期高齢者健診の現状・・・
・R５年後期健診受診率　10．6％

北海道内 179 市町村中遠別町は 135 位
・後期健診受診者のうち
非肥満の高血糖の方が　40．4％

北海道の平均（17.1％）よりも
糖尿病になる危険がものすごく高い

留萌管内
最下位・・・
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暮らしのお知らせi n f o r m a t i o n

ね
ん
き
ん
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
し
て
申
請
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
年
金
に
関
す
る
こ
と
で
変
更
が
あ
っ
た

項
目
に
つ
い
て
、
申
請
が
な
い
と
年
金
事

務
所
が
把
握
で
き
な
い
項
目
に
つ
い
て

は
、
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
方
が
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
が
遅
れ
る
と
、
年
金
保
険
料
の
未

納
期
間
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
将
来
受
け

取
っ
て
い
た
だ
く
年
金
額
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
す
で
に
受

け
取
っ
て
い
た
だ
い
た
年
金
の
一
部
を
返

還
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
が
必
要
な
項
目
の
一
例
は
以
下
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

・
勤
め
先
を
退
職
し
た
（
勤
め
先
の
事
業

所
等
が
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た

方
）

➡
厚
生
年
金
（
第
２
号
）
か
ら
国
民
年

金
（
第
１
号
）
へ
の
加
入
申
請
が
必

要配
偶
者
が
扶
養
に
入
っ
て
い
た
場
合

（
第
３
号
）
は
配
偶
者
の
分
も
申
請

が
必
要

※
期
間
を
空
け
ず
に
別
の
勤
め
先
に
変

わ
る
場
合
は
申
請
不
要

申
請
が
必
要
な
場
合
の
例

７
月
31
日
に
Ａ
事
業
所
を
退
職
、
９
月

１
日
か
ら
Ｂ
事
業
所
で
就
労
開
始

・
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
や
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た

　
➡
死
亡
に
関
す
る
届
出
が
必
要

　
転
入
・
転
出
や
町
内
転
居
に
伴
う
住
所

変
更
や
婚
姻
に
伴
う
氏
名
の
変
更
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
基
礎
年
金
番
号
を
活
用
し

て
年
金
事
務
所
が
確
認
で
き
る
た
め
届
出

は
不
要
で
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
役
場
福
祉
課
福
祉
保
険

係
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

稚
内
年
金
事
務
所

℡　
０
１
６
２-

３
３-

７
０
１
１

役
場
福
祉
課
福
祉
保
険
係

℡　
７-
２
１
１
４

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　
土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交
換
・
営
業
譲

渡
な
ど
、一定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
係

る
契
約
を
し
た
場
合
に
は
、
国
土
利
用
計

画
法
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
土
地
が
所
在

す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。 

●
届
出
対
象
面
積

・
市
街
化
区
域　
２
千
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内　

５
千
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外　
１
万
㎡
以
上

●
届
出
者

　
土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主
等
）

●
届
出
期
限

　
契
約
締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内

※
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
届
出

書
の
提
出
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

●
提
出
書
類

　
各
３
部

・
土
地
売
買
等
届
出
書

・
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

・
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
万

分
の
１
以
上
の
地
形
図

・
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に

し
た
５
千
分
の
１
以
上
の
図
面

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

・
委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
す
る
場
合
）

●
罰
則

　
届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●
届
出
・
問
合
せ
先

役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企
画
振
興
係

℡　
９-

７
７
７
２

※
提
出
様
式
や
制
度
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

海
上
保
安
庁
職
員
募
集
に
つ
い
て

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
令
和
８
年
４
月
採

用
の
職
員
（
海
上
保
安
大
学
校
学
生
）
を

募
集
し
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
８
月
21
日
（
木
）

～ 

９
月
８
日
（
月
）

●
試
験
日
程

　

第一次
試
験
：
10
月
25
日
（
土
）、
10

月
26
日
（
日
）

●
受
験
資
格

　

令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
令
和
８

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者

●
海
上
保
安
庁
職
員
採
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス
及
び
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

https://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/
recruitm

ent/

●
お
問
い
合
わ
せ
先

詳
細
に
つ
い
て
は
、

稚
内
海
上
保
安
部
管
理
課

（
℡　
０
１
６
２-

２
２-

０
１
１
８
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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i n f o r m a t i o n暮らしのお知らせ 暮らしのお知らせi n f o r m a t i o n

北
方
領
土
返
還
要
求
署
名
のお

願
い

　
戦
後
、
沖
縄
や
奄
美
大
島
、
小
笠
原
諸

島
が
祖
国
に
復
帰
す
る
中
、
歯
舞
諸
島
、

色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島
の
北
方
四
島

は
未
だ
に
祖
国
に
復
帰
す
る
こ
と
が
実
現

し
て
い
ま
せ
ん
。
一
日
で
も
早
く
北
方
領

土
の
返
還
を
実
現
す
べ
く
国
民
一
人
ひ
と

り
の
意
思
を
署
名
を
通
じ
て
反
映
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
強
調
月
間
」
と
し
、国
、都
道
府
県
、

市
町
村
、
関
係
団
体
が
連
携
し
、
北
方
領

土
問
題
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
８
月
中
は
、
役

場
１
階
ロ
ビ
ー
に
北
方
領
土
返
還
署
名

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課
住
民
係

℡　
７-

２
１
１
３

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
ご
案
内

●
制
度
概
要

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
母
子
お
よ
び
父
子

家
庭
等
）
に
対
し
て
手
当
て
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促

進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18
歳
に
達

す
る
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童

（
又
は
20
歳
未
満
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
）

に
つ
い
て
、
そ
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、

監
護
し
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
父
、
父

母
に
代
わ
って
児
童
を
養
育
し
て
い
る
養
育

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
婚
姻
（
事
実
上
の
婚
姻
関
係
を

含
む
）
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
※
そ
の
他
に
対
象
に
な
る
要
件
や
対
象
に
な

ら
な
い
要
件
等
あ
り
ま
す
。

●
手
当
額

　
手
当
額
は
、
受
給
者
お
よ
び
扶
養
義
務

者
の
所
得
に
応
じ
て
、「
全
部
支
給
・一部

支
給
・
支
給
停
止
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

●
支
給
時
期

　
原
則
と
し
て
、
奇
数
月
（
５
月
・
７
月
・

９
月
・
11
月
・
１
月
・
３
月
）
に
前
月
分

ま
で
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
日

が
休
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
の
金
融
機

関
の
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

●
手
続
き
・
関
係
届
出

　
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

手
続
き
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〇
婚
姻
を
解
消
し
た
こ
と
に
よ
り
児
童
を

養
育
す
る
場
合
等
（【
支
給
対
象
】
を

参
照
）

〇
既
に
受
給
し
て
い
る
方
で
、
養
育
し
て
い

る
児
童
の
人
数
が
変
わ
っ
た
、
住
所
や

氏
名
等
が
変
わ
っ
た
場
合
（
変
更
届
等
）

や
婚
姻
し
た
、
異
性
と
同
居
し
生
計
を

一つ
に
し
て
い
る
（
社
会
通
念
上
の
事
実

婚
関
係
に
あ
る
）な
ど
の
場
合（
喪
失
届
）

※
そ
の
他
に
も
手
続
き
等
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
現
況
届
（
毎
年
８
月
）

　

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
状
況
を
把
握

し
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
確
認
す
る
も

の
で
す
。

※
提
出
が
な
い
場
合
、
11
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

今
月
（
８
月
）
は
、
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
書
類
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

役
場
福
祉
課
福
祉
保
険
係

℡　
７-

２
１
１
４

行
政
相
談
月
間
に
つ
い
て

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
及
び
行

政
相
談
委
員
制
度
に
つ
い
て
、
秘
匿
国
民

の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
そ
の
利
用
を
促

進
し
、
も
っ
て
同
制
度
の
一
層
の
発
展
と

行
政
の
民
主
的
な
運
営
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
９
月
・
10
月
の
２
か
月
間

を
「
行
政
相
談
月
間
」
と
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　
左
記
の
日
程
で
特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
い
た
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
日
時

　
９
月
5
日
（
金
）
13
時
～
15
時

●
場
所

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
マ
ナ
ピ
ィ
・
21

●
お
問
い
合
わ
せ
先

遠
別
町
行
政
相
談
員　
渡
辺　
小
夜
子

℡　
７- 

３
２
３
１

児童扶養手当支給額表（令和７年４月現在）
区分 全部支給 一部支給

第１子 月額 46,690 円 月額 46,680 ～
11,010 円

第２子以降 月額 11,030 円
を加算

月額 11,020 ～ 
5,520 円を加算

※一部支給の額は、所得に応じて決まります。
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暮らしのお知らせi n f o r m a t i o n

特
別
児
童
扶
養
手
当 

制
度
の
ご

案
内

●
目
的

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を
有
す
る

児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

●
支
給
対
象

　
20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に一定

以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭
で

監
護
・
養
育
し
て
い
る
父
母
等
が
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
前

年
の
所
得
が一定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
手

当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
児
童
の
障
が
い
の
程
度

　
次
の
表
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
、
手
当
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

手当１級
身
体
障
害
者
手
帳
「
１
級
」
ま
た

は
「
２
級
」
の
手
帳
を
所
持
し
て

い
る
児
童

療
育
手
帳
の
判
定
が
「
Ａ
」
及
び

こ
れ
ら
と
同
程
度
の
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
児
童

手当２級
身
体
障
害
者
手
帳
「
３
級
」
ま
た

は
「
４
級
の
一
部
」
の
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
児
童

療
育
手
帳
の
判
定
が
「
Ｂ
の
一
部
」

及
び
こ
れ
ら
と
同
程
度
の
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
児
童

●
手
当
額

〔
Ｒ
７
．４
現
在
〕（
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
）

・
手
当
１
級
の
場
合　
５
６
，
８
０
０
円

・
手
当
２
級
の
場
合　
３
７
，
８
３
０
円

●
支
給
時
期

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
４
月
（
12
～
３

月
分
）、
８
月
（
4
～
７
月
分
）、
１
１
月

（
8
～
11
月
分
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
届
出
が
必
要
な
事
項

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
届
出
の
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
行
って
く
だ
さ
い
。

・
既
に
受
給
し
て
い
る
方
で
住
所
が
変
わ
っ

た
、
振
込
先
の
金
融
機
関
を
変
更
し
た

い※
そ
の
他
に
も
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場

合
は
あ
り
ま
す
。

・
所
得
状
況
届
（
毎
年
８
月
～
９
月
頃
に

提
出
）

　
所
得
状
況
を
確
認
し
て
、
手
当
の
支
給

要
件
や
支
給
額
に
変
更
が
な
い
か
確
認
す

る
た
め
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
提
出
時
期
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、
対

象
者
へ
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

※
提
出
が
遅
れ
る
と
11
月
支
給
（
８
月
分

以
降
）
の
手
当
の
支
給
が一部
差
し
止
め
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

役
場
福
祉
課
福
祉
保
険
係

℡　
７-

２
１
１
４

警
察
署
か
ら

夏
の
海
　
少
し
の
油
断
が
　
事
故
の
も
と 

○
指
定
さ
れ
た
遊
泳
区
域
内
で
泳
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　
遊
泳
区
域
外
で
は
、
急
な
深
み
な
ど
が

あ
り
多
く
の
危
険
性
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　
潮
が
沖
に
流
れ
て
い
く
離
岸
流
も
あ
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
波
の
力
で
倒
れ
た
り
、
沖
に
流
さ
れ
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
保
護
者
の
方
は
、
水
辺
で
遊
ぶ
子
供
か

ら
目
を
離
さ
ず
、
近
く
に
い
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

○
体
調
不
良
時
や
飲
酒
後
は
泳
が
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
体
調
不
良
時
や
お
酒
を
飲
ん
だ
後
は
、

呼
吸
が
乱
れ
や
す
く
溺
れ
る
危
険
性
が
あ

る
の
で
泳
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
釣
り
を
す
る
時
は
必
ず
救
命
胴
衣
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
波
時
の
防
波
堤
や
滑
り
や
す
い
岩

場
、
流
れ
が
速
い
岸
辺
な
ど
に
は
近
づ
か

ず
、
安
全
な
場
所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
で
遊
泳
区
域
に
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
危
険
な
運
転
は
せ
ず
、
必
ず
救
命
胴
衣

を
装
着
し
て
安
全
航
行
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

地震時の対応について
①揺れを感じたり、緊急地震速報が流れたらすぐに身
を守る行動をとりましょう

消防支署から

②地震の揺れが収まったら落ち着いて行動しましょう

③家の中では、食器棚やタンスなどの倒れやすい物か
ら離れましょう

④車を運転中は、道路の左
側に停車し鍵はつけたま
まにして避難しましょう

⑤家族内で避難場所を確認しておき
ましょう！地震発生時家族と離れ
ている場合は、すぐ連絡し安否を
確かめましょう
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暮らしのお知らせi n f o r m a t i o n

ひ
と
の
う
ご
き

▽
お
く
や
み

山
内　
豊
一
さ
ん（
92
）（
幸　
和
）

髙
橋
千
代
子
さ
ん（
87
）（
錦　
町
）

大
西
ユ
リ
子
さ
ん（
95
）（
東　
野
）

社
会
福
祉
協
議
会
愛
情
銀
行

山
内
　
弘
子
さ
ん
（
幸
　
和
）

豊
一
さ
ん
の
死
去
に
際
し

髙
橋
　
孝
浩
さ
ん
（
札
幌
市
）

千
代
子
さ
ん
の
死
去
に
際
し

EMBETSU EMBETSU CALENDARCALENDAR2025

8月 9月

※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

15 ㈮
16 ㈯

17 ㈰
・花菜夢（道の駅「えんべつ富士見」10：30 ～）
・マナピィ・21 図書室休館
・海水浴場クローズ

18 ㈪ ・子どもチャレンジ教室（生涯学習センター　10：00 ～）
・マナピィ・21 図書室休館

19 ㈫ ・戦没者・功労者追悼式（生涯学習センター　10：00 ～）
・日本語交流教室［ベトナム］（生涯学習センター　18：00 ～）

20 ㈬ ・日本語交流教室［インドネシア］（生涯学習センター　18：00 ～）

21 ㈭
・日本語交流教室［カンボジア］（生涯学習センター　10：00 ～）
・生活・法律・仕事相談会（遠別町ふれあいステーション）
① 13：30 ～ 14：20　② 14：30 ～ 15：20

22 ㈮
・旭川センター検診ツアー（7：20 出発　※完全予約制）
・診療所外科診療日（出張医）
・小中学校始業式

23 ㈯ ・「ぐっさんのハッピーオンステージ in 遠別町」
（生涯学習センター　オープン18：00 ～　スタート18：30 ～）

24 ㈰ ・花菜夢（道の駅「えんべつ富士見」10：30 ～）
・マナピィ・21 図書室休館

25 ㈪ ・マナピィ・21 図書室休館

26 ㈫
27 ㈬
28 ㈭
29 ㈮ ・診療所外科診療日（出張医）

30 ㈯ ・外国人技能実習生交流会（生涯学習センター　11：00～）

31 ㈰
・花菜夢（道の駅「えんべつ富士見」10：30 ～）
・スポーツ協会ウォークラリー（予定）
・マナピィ・21 図書室休館

1 ㈪ ・マナピィ・21 図書室休館

2 ㈫

・自動車運転免許更新時講習（天塩町）
　10：00 ～初回
　13：00 ～優良
　13：45 ～一般
　15：00 ～違反

3 ㈬ ・自動車運転免許更新時講習（幌延町）
　18：30 ～違反

4 ㈭
5 ㈮
6 ㈯

7 ㈰ ・花菜夢（道の駅「えんべつ富士見」10：30 ～）
・マナピィ・21 図書室休館

8 ㈪ ・マナピィ・21 図書室休館

9 ㈫

・Ｂ＆Ｇ海洋センタープール閉館（予定）
・日頃から気軽にできる運動教室
（スポーツセンター　19：00 ～）
・ひよこタイム（子育て支援センター　10：00 ～）
・ぽかぽか交流会（旭温泉）

10 ㈬
・診療所小児科診療日（旭川医大出張医）
・乳幼児健診
（遠別町国民健康保険診療所　診察開始 10：30 ～）

11 ㈭
・遠別町敬老会（生涯学習センター　10：00 ～）
・生活・法律・仕事相談会（遠別町ふれあいステーション）
① 13：30 ～ 14：20　② 14：30 ～ 15：20

12 ㈮ ・診療所外科診療日（出張医）

13 ㈯ ・子どもチャレンジ教室（河川公園　10：00 ～）

14 ㈰ ・花菜夢（道の駅「えんべつ富士見」10：30 ～）
・マナピィ・21 図書室休館

15 ㈪ ・マナピィ・21 図書室休館
・スポーツセンター休館

2641
日目

（令和7年7月31日現在）
（令和7年7月31日現在）

人口

世 帯

●男   1,080人（－2）
●女   1,138人（－6）

2,218人
（－8）

1,244（－3）

今月の
納 税

9/1納期

町道民税（2期）
国民健康保険税（2期）
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※詳しくは町のホームページ
をご覧ください。

遠別町観光協会55周年記念
『デジタルフォトコンテスト』

開催します！！

男子Ｕ16バレーボール日本代表に選出！
タイで開催したアジア選手権で大活躍！

皆様のご意見・ご感想を
お待ちしております。 町へひとことご意見箱もご利用ください。

〒098-3543　遠別町字本町３丁目３７番地

TEL
FAX

遠別町まちづくり推進課広報広聴係

（01632）９－7772
（01632）７－3695

E－mail：kouhou＠town.embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

遠別町公式  X（旧Twitter） 遠別町公式  Instagram町長公式  Instagram

遠別町
遠別町ホームページ

https://www.town.embetsu.hokkaido.jp/

役場庁舎の懸垂幕

小西出 隼翔小西出 隼翔さんさん
こ に し でこ に し で は や とは や と遠別出身

　小西出さんは幼少期を遠別町で過ごし、遠別町
バレーボール少年団「遠別イーグルス」で基礎を築
きました。その後、バレーボールの強豪校として知
られる札幌大谷中学校へ進学後も努力を重ね、身
長186㎝の恵まれた体格と優れたプレーで頭角を
現し、今回の代表選出という快挙に至りました。

　小西出さんは幼少期を遠別町で過ごし、遠別町
バレーボール少年団「遠別イーグルス」で基礎を築
きました。その後、バレーボールの強豪校として知
られる札幌大谷中学校へ進学後も努力を重ね、身
長186㎝の恵まれた体格と優れたプレーで頭角を
現し、今回の代表選出という快挙に至りました。

第１試合 日本〇 ３－０ モンゴル　　　　　第５試合 　 日本 〇 ３－１ インド
第２試合 日本〇 不戦勝 ＵＡＥ　　　　　　準 決 勝 　 日本 ● ０－３ イラン
第３試合 日本〇 ３－０ ウズベキスタン　　３位決定戦　日本 ● ２－３ インド
第４試合 日本〇 ３－０ タイ

男子Ｕ16バレーボール日本代表に選出！
タイで開催したアジア選手権で大活躍！

　７月12日から19日まで開催された「アジア選手権」では、４位入賞に大きく貢献し、さらに
来年のＵ17世界選手権への切符も獲得することができました。
　７月12日から19日まで開催された「アジア選手権」では、４位入賞に大きく貢献し、さらに
来年のＵ17世界選手権への切符も獲得することができました。


